
33,367 千円

コーディネート・
共同開発件数

(9 千円)

毎年度

毎年度
ものづくり支援セ
ンター利用件数 3,000
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従事人員

0.5人34,974 千円

次世代成長産業の育成を図るため、産学官連携による「兵庫ものづくり支援センター」を活用し
た本事業は、毎年3,000件以上の利用があるなど、成果を上げていることから、民間委託により引
き続き実施する。

実施手法の
見直し内容

民間・市町との役割分担

受益と負担の適正化

21年度
目標

達成率（％）

H20 H21

事務事業評価資料

事
業
に
要
す
る
コ
ス
ト

事業費①

人件費②

総コスト
（①＋②）

0.5人4,457 千円

事業目的

4,236 千円

29,131 千円

H19

(1,323 千円)

(8 千円)

従事人員

(11 千円)

0.5人

19年度
実績

29

目 標

従事人員 従事人員

平成21年度当初予算額

(28,884 千円)

28,884 千円

従事人員

30,517 千円

施策名

事業名

20年度
見込み

平成20年度当初予算額

(29,131 千円)

区 分

0.5人

目標の達成度
を示す指標 (1,206 千円)

指標名

凍結(休止)

必 要 性

・機器の利用にあたっては、ユーザーから料金を徴収しており、受益と負担の適正化を
図っている。

有 効 性

効 率 性

・先端技術分野を中心とした中小企業等の研究開発を経営基盤が脆弱な企業単独で実施
するには限界がある。
・このため、県による支援を実施することにより、次世代産業を育成し、地域産業の活
性化を図る。

･毎年度目標値を超過するだけの活発な研究開発が行われており、着実に成果があがって
いる。

・指標１単位あたりのコストは、概ね同額を維持しており、効率的な事業実施が図られ
ている。

・共同研究支援のノウハウを持つ民間技術支援機関へ事業を委託し、公設試験研究機関
や大学等関係機関および各市のものづくり支援機関と連携を図りながら、事業を実施し
ている。
・ただし、各支援機関によって特色があることから、きめ細かな技術支援を行うため、
引き続き県として実施する必要がある。

目標値 年度

25
(1,011 千円)

25

3,856 4,000

33

3,000

次世代成長産業の育成

次世代成長産業育成事業

平成19年度決算額

(30,517 千円)

先端技術分野を重点に、ものづくり支援センターに支援人材を配置し、中小企業等の研究
開発を支援する。

所管部局課名

担当者電話番号

産業労働部産業政策局科学振興課

産学連携係 078-362-3316

従事人員

事業開始年度 平成17年度

33,064 千円 0.5人

4,180 千円 0.5人

116% 132% 100%

100%133%129%

負担割合変更 事務改善

継続 実施手法の見直し

その他ＰＦＩ

延長 終期設定

民間移譲

廃止 縮小 統合

民間委託市町移譲

事業内容
①(財)新産業創造研究機構に「兵庫ものづくり支援センター」本部を設け
て支援人材を配置、②県下３箇所に技術支援拠点となる「兵庫ものづくり
支援センター（神戸・阪神・播磨）」を設置

事業の目標

①兵庫ものづくり支援センター等によるコーディネート
事業数及び共同開発事業数の確保

[目標設定理由]
・中小企業等の研究開発を支援するため、技術支援
拠点である兵庫ものづくり支援センター等による
コーディネート事業数及び共同開発事業数を一定量
確保することを目標とする。
・目標値については、過去の支援実績を踏まえ、毎
年度25件を確保する。

②ものづくり支援センター利用の向上 [目標設定理由]
・技術支援拠点となる「兵庫ものづくり支援セン
ター」に各種研究支援機器を整備していることか
ら、センター利用件数の向上を目標とする。
・目標値については、利用可能時間等を踏まえ、毎
年度3,000件の確保を目指す。


